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◆ 圃場作業にすぐ取りかかれるよう、機械の点検や施肥量の確認などの準備をしましょう。 
◆ 一年生飼料作物の栽培（除染対策）については、栽培暦や耕種概要を確認し、播種準備

をしましょう。 
◆ 除染対象外草地の放牧地では、低温に伴う低マグネシウム血症に注意しましょう。 
◆ トウモロコシ栽培では、地域に合った品種を選定しましょう。 
 
１ 融雪の遅れに伴う牧草・飼料作物の圃場作業（共通）  
  本年は県北を中心に消雪が遅く、牧草・飼料作物の栽培に係る圃場準備作業がやや遅れています。 
 トラクタ－等が走行できるようになったら速やかに作業ができるように準備しておきましょう。 
（１）ブロ－ドキャスタやマニュアスプレッダ、ロ－タリなど作業機械の点検と整備を済ませておきます。 
（２）作業に取りかかる圃場の順番、圃場ごとの施肥量などの計画を作業者間で共有しておきます。 
（３）傾斜地等、作業機での危険を感じる圃場は後回しにするなど、農作業事故には十分注意して下さい。 
 

２ 草地除染対策（完全更新）における一年生飼料作物の栽培 
  牧草地再生対策事業等の活用により、プラウ耕による草地土壌の反転とロ－タリ耕による攪拌など除

染対策として草地更新が始まっています。 

  永年生牧草の播種（8 月中旬以降 9 月中旬位）前にイタリアンライグラスやエンバク、トウモロコシ

など一年生飼料作物を栽培する場合、以下に留意しましょう。 

（１）栽培暦・品種など 

  ア イタリアンライグラスやエンバクは、初期生育が旺盛で、播種から収穫まで概ね 2ヶ月程度です。

出穂始期から出穂期に収穫します。 

  イ イタリアンライグラスは、収穫時に水分含量が高いので、良質サイレ－ジ調製のため、予乾作業

は、牧草より少し長めに行います。 

  ウ エンバクは、夏期高温時に冠さび病の発生が多くなる傾向にあります。播種時期を 5 月中とし、

7月中に収穫するようにしましょう。 

エ トウモロコシは、黄熟期での収穫、収穫後の永年生牧草の播種時期を考慮し、相対熟度 75 日タ

イプなど極早生品種を用います。県央と県南地区では作付が可能ですが、黄熟期到達に必要な単純

積算温度を目安に判断します。収穫時水分含量が高い場合は、不良発酵抑制のため、ギ酸や乳酸菌

製剤の添加や廃汁の処置を想定しておきます。 
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   *黄熟期到達まで、5月 15 日（播種）以降、単純積算温度で 2,000～2,100 度が必要 
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（２）圃場準備、施肥、播種 

ア 耕起、土壌改良材散布 

    プラウ耕による草地土壌の反転を行います。堆肥は 10 ア－ルあたり 2～3トンを目安に施用しま 

す。石灰資材は、土壌 PHに基づき目標値（PH6.5）に必要な量を施用します。リン酸資材は、土壌 

リン酸吸収係数、可吸態リン酸含量（mg/100g）に基づき、次ぎの量を施用します。 

 

10 ア－ルあたりリン酸資材(kg)＝15＋0.005×リン酸吸収係数＋可吸態リン酸含量による区分* 

 

*可吸態リン酸含量による区分 

区 分 リン酸量（kg/10a） 

5mg/100g 以下 （欠乏） 5 

5～10mg/100g   (含む） 2.5 

10mg/100g 以上（富む） 0 

 

イ 砕土・播種床形成 

      バ－チカル－ハロやロ－タリ－ハロなどで、砕土し播種床を形成します。粘質土壌では、大きな

土塊が形成されやすいので、何回か機械を走行させます。 

ウ 施肥、播種 

化成肥料と種子は、次ぎの表を目安に施用、播種します。 

 

播種量と施肥量の目安           

 

 

 

 

 

 

     * 畦間 75cm×株間 17cm、栽植密度 8,000 本/10a 

 

３ 除染（完全更新）対象外の草地管理、トウモロコシの栽培 
（１）牧草地 

ア 牧草地 

牧草は平均気温が 5℃になった頃から生育を開始しています。圃場が乾いたら、早めに施肥作業 

が行えるように機械の点検と圃場ごとの施肥量を確認しておきましょう。 

イ  放牧地 

春の気温が低い場合、牧草の土壌中マグネシウムの吸収が低下しやすいです。低マグネシム血症 

（グラステタニ－）の発生を予防するために、過去に発生履歴がある放牧地では、放牧前に苦土石灰

を散布する、入牧後は放牧牛に酸化マグネシウムなどを給与するあるいはマグネシウム含有の鉱塩

を設置するなどの対策を行いましょう。 

（２）飼料用トウモロコシ 

ア 品種の選定 

その地域で確実に黄熟期に到達する品種を選定します。特に、作付面積が大きい場合は、早晩性

の異なる品種を組み合わせ、収穫期間の延長を図り、作業に無理がないようにしましょう。 

イ 参考（早生品種の紹介） 

本県で高位生産が期待できる早生品種の概要です（岩手県農業研究センター畜産研究所の平成 23 年

度試験研究成果より）。 

（ア）品種名「ロイヤルデント TH680」 

  （イ）特徴 

    ・乾物収量、TDN 収量が高い。 

   ・3 年間の試験において、倒伏の発生なし。 

    ・3 年間の試験において、根腐れ病、すじ萎縮病の発生なし。黒穂病罹患率 1%。すす紋病、ごま 

葉枯病に対しては中程度の強さ。 

化成肥料(kg/10a)   

種子(kg/10a) 窒素 リン酸 カリウム 

イタリアンライグラス 3～4 10 5 10 

エンバク 2.5 前後 10 12 10 

極早生トウモロコシ 2.5～3.0* 15 12 10 



    ・ワンホ－プ乳剤（除草剤）に感受性あり。  

 

ロイヤルデント TH680 と標準品種 36B08 の比較 

※ 畜産研究所内圃場（標高 250m）における成績 

  施肥量(kg/10a) 窒素 12、リン酸 14.4、カリウム 12 

  採植密度(本/10a) 7,018 本(畝間 75cm×株間 19.0cm) 

 
  ウ 適正な堆肥の施用 

堆肥の多量投入はトウモロコシの硝酸態窒素含量を高めるほか、ミネラルバランスも崩れ、家畜

の栄養上問題となります。10ａ当たり 3～4ｔの施用としましょう。多量施用する場合は、堆肥の肥

効を考慮し、化学肥料の施用量を減らします。 

エ 霜害に注意 

トウモロコシの発芽は、播種後約１週間ですので、予想される晩霜の 1週間前が播種の早限です。

これまで度々霜害を被っている圃場では、播種日を検討するとともに、覆土を 5ｃｍ程度に厚くす

るなどの対策を講じましょう。 

オ 栽植本数 

密植すると雌穂が小さくなり TDN 含量が低下するだけでなく、倒伏にも弱くなります。10ａ当た

りの適正栽植本数は、極早生品種で 8,000 本、早生品種で 7,000 本、中生品種で 6,500本、晩生品

種で 6,000本程度です。 

カ その他 

    昨年は、一部の地域でタマナヤガ（ネキリムシ）による食害が 6月下旬に発生しました。アカザ・

タデ類などの幼雑草が産卵の誘因となりやすいので、雑草防除を徹底します。また、発生状況に注

意しつつ必要に応じて薬剤を散布します。 

 

乾物 

品種 

 

生草量 

(kg/10a) 

総量 

(kg/10a) 

雌穂

(kg/10a) 

雌穂率 

(%) 

TDN 収量 

(kg/10a) 

播種から黄熟

期まで日数 

播種から黄熟期まで

単純積算温度(℃) 

TH680 6,767 1,939 1,029 53.0 1,404 121 2,464 

36B08 6,033 1,777 956 53.7 1,290 120 2,478 

次号は 5 月 31 日（木）発行の予定です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

発行時点での最新情報に基づき作成しております。発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。 

春の農作業安全月間実施中！ [
 ４月１５日

～６月１５日] 
農作業 笑顔の豊作 無事故から 


